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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】ダンパ装置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダンパ装置、特に、トルクの変動を減衰可能なダンパ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のダイナミックダンパ装置は、ダンパプレート部（４５）と、イナーシャ部材（４
６）と、コイルスプリング（４８ａ）とを、備えている（特許文献１を参照）。イナーシ
ャ部材は、ダンパプレート部と相対回転可能である。コイルスプリングは、ダンパプレー
ト部とイナーシャ部材とを、回転方向に弾性的に連結する。例えば、コイルスプリングは
、イナーシャ部材の窓部（４６ａ）及びダンパプレート部の窓部（４５ａ）に配置されて
いる。この状態で、イナーシャ部材がダンパプレート部に対して相対回転すると、コイル
スプリングが圧縮される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－０９４４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のダイナミックダンパ装置では、図７（ａ）に示すモデル図に示すように、イナー
シャ部材Ｉ及びダンパプレート部Ｄが、コイルスプリングＣによって、弾性的に連結され
ている。
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【０００５】
　このタイプのダイナミックダンパ装置では、図７（ｃ）に示すように、イナーシャ部材
Ｉ及びダンパプレート部Ｄの相対回転角がゼロである場合（中立状態の場合）、コイルス
プリングＣの両端部は、イナーシャ部材Ｉの窓部Ｗ１において円周方向に対向する１対の
窓壁Ｗ１１，Ｗ１２と、ダンパプレート部Ｄの窓部Ｗ２において円周方向に対向する１対
の窓壁Ｗ２１，Ｗ２２とに、当接している。
【０００６】
　図７（ｂ）に示すように、イナーシャ部材Ｉが、ダンパプレート部Ｄに対して、第１回
転方向Ｒ１に回転した第１回転状態では、コイルスプリングＣは、イナーシャ部材Ｉにお
ける一方の窓壁Ｗ１１と、ダンパプレート部Ｄにおける一方の窓壁Ｗ２２とによって、圧
縮される。
【０００７】
　この場合、コイルスプリングＣの一端部と、イナーシャ部材Ｉの窓壁Ｗ１２との間には
、隙間Ｓが形成される。また、コイルスプリングＣの他端部と、ダンパプレート部Ｄの窓
壁Ｗ２１との間にも、隙間Ｓが形成される。
【０００８】
　また、図７（ｄ）に示すように、イナーシャ部材Ｉが、ダンパプレート部Ｄに対して、
第２回転方向Ｒ２に回転した第２回転状態では、コイルスプリングＣは、イナーシャ部材
Ｉにおける他方の窓壁Ｗ１２と、ダンパプレート部Ｄにおける他方の窓壁Ｗ２１とによっ
て、圧縮される。
【０００９】
　この場合、コイルスプリングＣの一端部と、イナーシャ部材Ｉの窓壁Ｗ１１との間には
、隙間Ｓが形成される。また、コイルスプリングＣの他端部と、ダンパプレート部Ｄの窓
壁Ｗ２２との間にも、隙間Ｓが形成される。
【００１０】
　上記のように作動するダンパ装置は、図７（ｂ）の第１回転状態から図７（ｄ）の第２
回転状態に移行する場合に、図７（ｃ）の中立状態を経由する。中立状態では、上記の隙
間Ｓがゼロになり、コイルスプリングＣの端部と、イナーシャ部材Ｉの窓壁Ｗ１２及びダ
ンパプレート部Ｄの窓壁Ｗ２１とが、衝突する。この衝突によって、コイルスプリングＣ
を圧縮する窓壁が、窓壁Ｗ１１，Ｗ２２から窓壁Ｗ１２，Ｗ２１へと、切り換えられる。
【００１１】
　なお、図７（ｄ）の第２回転状態から図７（ｂ）の第１回転状態に移行する場合にも、
図７（ｃ）の中立状態を移行する。この場合は、コイルスプリングＣを圧縮する窓壁が、
窓壁Ｗ１２，Ｗ２１から窓壁Ｗ１１，Ｗ２２へと、切り換えられる。
【００１２】
　このように、回転方向が反転する場合、中立状態において、コイルスプリングＣを押圧
する部分（窓壁）が切り換えられる。この際には、上述したように、コイルスプリングＣ
の端部及び窓壁が衝突するため、ダンパ装置のスムーズな動作が妨げられるおそれがある
。また、この衝突によって、作動音が発生するおそれもある。
【００１３】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、スムーズに作
動させることができるダンパ装置を、提供することにある。また、本発明の別の目的は、
作動音を低減可能なダンパ装置を、提供することにある。さらに、本発明のさらに別の目
的は、弾性部材に作用する繰り返し応力に対するロバスト性を向上可能なダンパ装置を、
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（１）本発明の一側面に係るダンパ装置は、トルクの変動を減衰可能である。本ダンパ
装置は、第１回転体と、第２回転体と、複数の弾性部材とを、備えている。第２回転体は
、第１回転体に対して相対的に回転可能に構成される。複数の弾性部材は、第１回転体及
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び第２回転体を弾性的に連結する。このダンパ装置では、第１回転体が、複数の弾性部材
を用いて、第２回転体を保持した状態で、第２回転体は、第１回転体に対して相対的に回
転可能である。
【００１５】
　ここで、図７（ａ）に示すように、従来技術の構成では、弾性部材が、第１回転体及び
第２回転体を弾性的に連結しているだけであるため、上記のような問題が発生していた。
これに対して、本ダンパ装置では、第１回転体が、複数の弾性部材を用いて、第２回転体
を保持している（図４（ａ）を参照）。このため、回転方向が中立状態を経由して反転し
たとしても、弾性部材を押圧する部分の切り換えが、発生しない。また、第１回転体が複
数の弾性部材を用いて第２回転体を保持した状態で、第２回転体が、第１回転体に対して
相対的に回転することによって、トルクの変動が減衰される。
【００１６】
　このように、本ダンパ装置は、従来のダンパ装置と比較して、スムーズに作動すること
ができる。また、本ダンパ装置では、従来のダンパ装置と比較して、作動音を低減するこ
ともできる。
【００１７】
　さらに、本ダンパ装置では、弾性部材に作用する繰り返し応力によって、弾性部材にへ
たり等が生じるおそれがある。これにより、弾性部材の自由長が変化し、弾性部材の自由
長にバラツキが生じたとしても、複数の弾性部材を用いて第１回転体が第２回転体を保持
する構成によって、ダンパ装置を安定的に作動させることができる。すなわち、本ダンパ
装置では、弾性部材に作用する繰り返し応力に対するロバスト性を向上することができる
。
【００１８】
　（２）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材は、第１回転体及び第
２回転体の間において圧縮状態で作動する。これにより、複数の弾性部材の伸張力によっ
て、第１回転体が第２回転体を確実に保持することができる。
【００１９】
　（３）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材における変形量の合計
が、実質的にゼロになるように、複数の弾性部材は、第１回転体及び第２回転体を弾性的
に連結する。この場合、例えば、複数の弾性部材が、第１回転体及び第２回転体を弾性的
に連結した状態において、ある弾性部材が圧縮されると、他の弾性部材が伸びることによ
って、複数の弾性部材における変形量の合計が、実質的にゼロになる。これにより、第１
回転体は、複数の弾性部材を用いて、安定的に第２回転体を保持することができる。
【００２０】
　（４）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材それぞれの剛性は、同
じである。これにより、第１回転体は、複数の弾性部材を用いて、安定的に第２回転体を
保持することができる。
【００２１】
　（５）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材は、第１弾性部材と、
第２弾性部材とを、含む。第１弾性部材は、第１回転体に当接した状態で、第２回転体を
、第１回転方向に押圧する。第２弾性部材は、第１回転体に当接した状態で、第２回転体
を、第１回転方向とは反対の第２回転方向に、押圧する。これにより、第１回転体及び第
２回転体は、第１及び第２弾性部材の釣り合いを保ちながら、安定的に作動することがで
きる。
【００２２】
　（６）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材が、第１弾性部材と、
第２弾性部材とを、含む。第１弾性部材及び第２弾性部材のいずれか一方が、第１回転体
及び第２回転体の間で圧縮される場合は、第１弾性部材及び第２弾性部材のいずれか他方
が、第１回転体及び第２回転体の間で伸張する。これにより、第１回転体及び第２回転体
は、第１及び第２弾性部材の釣り合いを保ちながら、安定的に作動することができる。
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【００２３】
　（７）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材が、第１弾性部材と、
第２弾性部材とを、含む。第１回転体は、第１弾性部材を収納する第１収納部と、第２弾
性部材を収納する第２収納部とを、含む。第２回転体は、第１収納部に対向して配置され
且つ第１弾性部材を収納する第３収納部と、第２収納部に対向して配置され且つ第２弾性
部材を収納する第４収納部とを、含む。第１収納部は、第３収納部に対して、第１回転方
向にオフセットしている。第２収納部は、第４収納部に対して、第１回転方向とは反対の
第２回転方向に、オフセットしている。
【００２４】
　このように第１収納部及び第２収納部をオフセットすることによって、第１及び第２弾
性部材を押圧する部分の切り換えを行うことなく、第１回転体及び第２回転体を、安定的
に作動させることができる。
【００２５】
　（８）本発明の別の側面に係るダンパ装置では、複数の弾性部材は、第１弾性部材と、
第２弾性部材とを、含む。第１弾性部材は、軸方向視において、第３収納部の内部に位置
する第１収納部と、第１収納部の内部に位置する第３収納部とに、当接する。第２弾性部
材は、軸方向視において、第４収納部の内部に位置する第２収納部と、第２収納部の内部
に位置する第４収納部とに、当接する。
【００２６】
　このように第１収納部及び第２収納部をオフセットすることによって、第１及び第２弾
性部材を押圧する部分の切り換えを行うことなく、第１回転体及び第２回転体を、安定的
に作動させることができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明では、ダンパ装置をスムーズに動作させることができる。また、本発明では、ダ
ンパ装置の作動音を低減することができる。さらに、本発明では、弾性部材に作用する繰
り返し応力に対して、ダンパ装置のロバスト性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態によるダイナミックダンパ装置の断面図。
【図２】第１実施形態におけるダイナミックダンパ装置の正面図。
【図３】第１実施形態におけるダイナミックダンパ装置の正面図（第１リティーニングプ
レートを除く）。
【図４】第１実施形態におけるダイナミックダンパ装置の作動状態を示すモデル図。
【図５】本発明の第２実施形態によるクラッチ装置の断面図。
【図６】第２実施形態におけるクラッチ装置の正面図。
【図７】従来のダイナミックダンパ装置の作動状態を示すモデル図。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　＜第１実施形態＞
　（ダイナミックダンパ装置の構成）
　図１に示すように、本発明の第１実施形態によるダイナミックダンパ装置１は、ドライ
ブシャフト１００に装着される。具体的には、ダイナミックダンパ装置１は、連結部材１
０１を介して、ドライブシャフト１００に装着される。連結部材１０１は、ドライブシャ
フト１００に一体回転可能に装着され、ドライブシャフト１００のトルク（トルク変動を
含む）をダイナミックダンパ装置１に伝達する。ここで伝達されたトルクの変動が、ダイ
ナミックダンパ装置１によって減衰される。
【００３０】
　なお、図１において、Ｏ－Ｏ線が回転軸線である。以下では、回転軸線Ｏに沿う方向を
、「軸方向」と記すことがある。また、回転軸線Ｏから離れる方向を「径方向」と記すこ
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とがある。さらに、回転軸線Ｏまわりの方向を「周方向」及び／又は「回転方向」と記す
ことがある。
【００３１】
　図１から図３に示すように、ダイナミックダンパ装置１は、第１リティーニングプレー
ト１１と、第２リティーニングプレート２１と、イナーシャ部３１と、複数の第１及び第
２コイルスプリング４１，５１とを、有している。
【００３２】
　ここで、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１は、第
１回転体の一例である。イナーシャ部３１は、第２回転体の一例である。第１及び第２コ
イルスプリング４１，５１それぞれは、弾性部材の一例である。また、第１コイルスプリ
ング４１は第１弾性部材の一例であり、第２コイルスプリング５１は第２弾性部材の一例
である。
【００３３】
　第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１は、複数の第１
及び第２コイルスプリング４１，５１を用いて、イナーシャ部３１を保持する。第１リテ
ィーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１は、軸方向において、イナ
ーシャ部３１の両側に配置されている。また、第１リティーニングプレート１１及び第２
リティーニングプレート２１は、軸方向に対向して配置されている。第１リティーニング
プレート１１及び第２リティーニングプレート２１は、固定手段２９例えば複数のボルト
及びナットにより、連結部材１０１に固定されている。
【００３４】
　第１リティーニングプレート１１は、連結部材１０１側に配置される部材である。第１
リティーニングプレート１１は、軸方向において、第２リティーニングプレート２１と、
連結部材１０１との間に配置される。
【００３５】
　図１及び図２に示すように、第１リティーニングプレート１１は、第１プレート本体１
２と、複数（例えば２個）の第１収納窓１３と、複数（例えば２個）の第２収納窓１４と
を、有している。なお、第１収納窓１３は第１収納部の一例であり、第２収納窓１４は第
２収納部の一例である。
【００３６】
　図２に示すように、第１プレート本体１２は、実質的に円環状に形成されている。複数
の第１収納窓１３及び複数の第２収納窓１４は、第１プレート本体１２に形成されている
。複数の第１収納窓１３及び複数の第２収納窓１４は、周方向において並べて配置されて
いる。また、第１収納窓１３及び第２収納窓１４は、周方向において隣接して配置されて
いる。
【００３７】
　複数の第１収納窓１３及び複数の第２収納窓１４は、例えば、実質的に矩形状に形成さ
れている。複数の第１収納窓１３それぞれには、第１コイルスプリング４１が、回転方向
に弾性変形可能に、収納される。複数の第２収納窓１４それぞれには、第２コイルスプリ
ング５１が、回転方向に弾性変形可能に、収納される。
【００３８】
　図１に示すように、第２リティーニングプレート２１は、回転軸線Ｏに直交する面に対
して、第１リティーニングプレート１１と鏡像の関係になるように、配置されている。こ
の点を除いて、第２リティーニングプレート２１は、第１リティーニングプレート１１と
実質的に同じ構成を有している。このため、第２リティーニングプレート２１の符号は、
図２では括弧内に記している。
【００３９】
　図１及び図２に示すように、第２リティーニングプレート２１は、第２プレート本体２
２と、複数（例えば２個）の第３収納窓２３と、複数（例えば２個）の第４収納窓２４と
を、有している。なお、第３収納窓２３は第１収納部の一例であり、第４収納窓２４は第
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２収納部の一例である。
【００４０】
　第２プレート本体２２は、実質的に円環状に形成されている。第２プレート本体２２は
、軸方向において、第１プレート本体１２に対向して配置される。
【００４１】
　具体的には、第２プレート本体２２は、ボス部材１９（図１を参照）を介して、軸方向
において第１プレート本体１２に対向して配置される。ボス部材１９は、第１プレート本
体１２及び第２プレート本体２２の間に配置され、第１プレート本体１２及び第２プレー
ト本体２２の間隔を、所定の間隔で保持する。
【００４２】
　第２プレート本体２２は、固定手段２９例えばボルト及びナットにより、第１プレート
本体１２とともに、連結部材１０１に固定されている。すなわち、第１プレート本体１２
及び第２プレート本体２２は、ドライブシャフト１００（連結部材１０１）とともに、一
体回転可能に構成されている。
【００４３】
　具体的には、ボルト２９の軸部は、第１プレート本体１２のボルト孔と、ボス部材１９
の内周部と、第２プレート本体２２のボルト孔とに、挿通される。そして、固定手段２９
（ボルトの頭部とナット）によって、第１プレート本体１２と、ボス部材１９と、第２プ
レート本体２２とが、連結部材１０１に固定される。なお、ボス部材１９は、後述するス
トッパ機構を構成する。
【００４４】
　複数の第３収納窓２３及び複数の第４収納窓２４は、第２プレート本体２２に形成され
ている。複数の第３収納窓２３及び複数の第４収納窓２４は、周方向において並べて配置
されている。また、第３収納窓２３及び第４収納窓２４は、周方向において隣接して配置
されている。
【００４５】
　第３収納窓２３は、軸方向において、第１収納窓１３に対向して配置されている。また
、第４収納窓２４は、軸方向において、第２収納窓１４に対向して配置されている。ここ
では、第１収納窓１３及び第３収納窓２３が、軸方向において１組の収納窓となっている
。また、第２収納窓１４及び第４収納窓２４が、軸方向において１組の収納窓となってい
る。
【００４６】
　複数の第３収納窓２３及び複数の第４収納窓２４は、例えば、実質的に矩形状に形成さ
れている。複数の第３収納窓２３それぞれには、第１コイルスプリング４１が、回転方向
に弾性変形可能に、収納される。複数の第４収納窓２４それぞれには、第２コイルスプリ
ング５１が、回転方向に弾性変形可能に、収納される。
【００４７】
　イナーシャ部３１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレー
ト２１に対して、回転可能に構成される。詳細には、第１リティーニングプレート１１及
び第２リティーニングプレート２１が、複数の第１及び第２コイルスプリング４１，５１
を用いて、イナーシャ部３１を回転方向に保持した状態で、イナーシャ部３１は、第１リ
ティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１に対して、相対的に回転
可能に構成される。
【００４８】
　図１に示すように、イナーシャ部３１は、軸方向において、第１リティーニングプレー
ト１１及び第２リティーニングプレート２１の間に配置される。
【００４９】
　イナーシャ部３１は、イナーシャリング３２と、付加質量部３３と、複数の（例えば２
個）の第５収納窓３４と、複数の（例えば２個）の第６収納窓３５と、複数（例えば４個
）の規制窓３６とを、有している。なお、第５収納窓３４は第３収納部の一例であり、第
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６収納窓３５は第４収納部の一例である。
【００５０】
　図１及び図３に示すように、イナーシャリング３２は、実質的に円環状に形成されてい
る。イナーシャリング３２は、軸方向において、第１プレート本体１２及び第２プレート
本体２２の間に配置される。イナーシャリング３２は、第１プレート本体１２及び第２プ
レート本体２２に対して、相対回転可能に構成されている。具体的には、イナーシャリン
グ３２は、複数の第１及び第２コイルスプリング４１，５１を介して、第１プレート本体
１２及び第２プレート本体２２に保持される。
【００５１】
　付加質量部３３は、イナーシャリング３２の外周部に装着される。具体的には、付加質
量部３３は、１対のプレート部材３３ａと、固定部材３３ｂとを、有する。１対のプレー
ト部材３３ａは、軸方向においてイナーシャリング３２の両側に配置され、固定部材３３
ｂによってイナーシャリング３２に固定される。固定部材３３ｂは、例えばボルト及びナ
ットである。
【００５２】
　複数の第５収納窓３４及び複数の第６収納窓３５は、イナーシャリング３２に形成され
ている。複数の第５収納窓３４及び複数の第６収納窓３５は、周方向において並べて配置
されている。また、第５収納窓３４及び第６収納窓３５は、周方向において隣接して配置
されている。
【００５３】
　図１に示すように、第５収納窓３４は、軸方向において、第１収納窓１３及び第３収納
窓２３の間で、第１収納窓１３及び第３収納窓２３に対向して配置される。第６収納窓３
５は、軸方向において、第２収納窓１４及び第４収納窓２４の間で、第２収納窓１４及び
第４収納窓２４に対向して配置される。
【００５４】
　図３に示すように、第５収納窓３４は、第１収納窓１３及び第３収納窓２３に対して、
第１回転方向Ｒ１にオフセットするように、イナーシャリング３２に設けられている。第
６収納窓３５は、第２収納窓１４及び第４収納窓２４に対して、第１回転方向Ｒ１とは反
対の第２回転方向Ｒ２に、オフセットするように、イナーシャリング３２に設けられてい
る。
【００５５】
　具体的には、図２及び図３では、第１収納窓１３と、第３収納窓２３と、第５収納窓３
４とは、９時及び３時の位置に配置されている。また、第２収納窓１４と、第４収納窓２
４と、第６収納窓３５とは、６時及び１２時の位置に配置されている。
【００５６】
　ここで、第５収納窓３４は、第１収納窓１３及び第３収納窓２３に対して、第１回転方
向Ｒ１に所定の回転角度だけオフセットした位置に、設けられている。また、第６収納窓
３５を、第２収納窓１４及び第４収納窓２４に対して、第２回転方向Ｒ２に所定の回転角
度だけオフセットした位置に、設けられている。
【００５７】
　なお、図３は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１
と、イナーシャ部３１との相対回転が、実質的に「ゼロ（０）」である状態、すなわち中
立状態を示す図である。
【００５８】
　複数の第５収納窓３４及び複数の第６収納窓３５は、例えば、実質的に矩形状に形成さ
れている。複数の第５収納窓３４それぞれには、第１コイルスプリング４１が、回転方向
に弾性変形可能に、収納される。複数の第６収納窓３５それぞれには、第２コイルスプリ
ング５１が、回転方向に弾性変形可能に、収納される。
【００５９】
　図３に示すように、複数の規制窓３６それぞれは、イナーシャリング３２に形成されて
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いる。複数の規制窓３６それぞれは、周方向に並べて配置されている。規制窓３６は、周
方向において隣接する第１収納窓１３及び第２収納窓１４（第３収納窓２３及び第４収納
窓２４）の間に、配置されている。複数の規制窓３６それぞれは、例えば、実質的に矩形
状に形成されている。
【００６０】
　複数の規制窓３６それぞれには、ボス部材１９が配置される。ボス部材１９は、規制窓
３６の内部において、周方向に移動可能である。ボス部材１９は、規制窓３６において周
方向に対向する１対の壁部のいずれか一方に、当接可能である。
【００６１】
　例えば、ボス部材１９の内周部には、第１リティーニングプレート１１及び第２リティ
ーニングプレート２１を連結部材１０１に固定するためのボルト２９の軸部が、配置され
る。すなわち、ボルト２９の軸部は複数の規制窓３６それぞれに挿通され、ボルト２９の
軸部の外周部にボス部材１９が配置される。
【００６２】
　例えば、イナーシャリング３２が、第１リティーニングプレート１１及び第２リティー
ニングプレート２１に対して相対回転すると、ボス部材１９が、ボルト２９の軸部ととも
に、規制窓３６の内部で移動する。そして、回転角度が所定の角度に到達すると、ボス部
材１９が規制窓３６の壁部に当接する。これにより、第１リティーニングプレート１１及
び第２リティーニングプレート２１に対するイナーシャ部３１の回転が、規制される。す
なわち、ボス部材１９及び規制窓３６が、第１リティーニングプレート１１及び第２リテ
ィーニングプレート２１に対するイナーシャ部３１のストッパ機構として、機能する。
【００６３】
　なお、ここでは、複数の規制窓３６が設けられる場合の例を示したが、少なくとも１個
の規制窓３６が設けられていれば、規制窓３６の数はどのように設定してもよい。
【００６４】
　図１から図３に示すように、複数（例えば２個）の第１コイルスプリング４１と、複数
（例えば２個）の第２コイルスプリング５１とは、第１リティーニングプレート１１及び
第２リティーニングプレート２１と、イナーシャ部３１とを、回転方向に弾性的に連結す
る。
【００６５】
　第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１は、１組のコイルスプリング
群として作動する。ここでは、２組のコイルスプリング群（２組の第１コイルスプリング
４１及び第２コイルスプリング５１）が、用いられている。これら２組のコイルスプリン
グ群によって、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１は
、イナーシャ部３１を回転方向に保持している。
【００６６】
　ここで、第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１それぞれの剛性は、
同じである。また、第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１それぞれの
自然長は、同じである。
【００６７】
　第１コイルスプリング４１は、圧縮状態（自然長未満の状態）で、第１収納窓１３及び
第３収納窓２３と、オフセットした第５収納窓３４とに、配置されている。第２コイルス
プリング５１は、圧縮状態（自然長未満の状態）で、第２収納窓１４及び第４収納窓２４
と、オフセットした第６収納窓３５とに、配置されている。
【００６８】
　例えば、第１コイルスプリング４１の一端部４１ａは、第１収納窓１３の壁部及び第３
収納窓２３の壁部に当接し（図２を参照）、第１コイルスプリング４１の他端部４１ｂは
、オフセットした第５収納窓３４の壁部に当接している（図３を参照）。第２コイルスプ
リング５１の一端部５１ａ（図２を参照）は、第２収納窓１４の壁部及び第４収納窓２４
の壁部に当接し、第２コイルスプリング５１の他端部５１ｂ（図３を参照）は、オフセッ
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トした第６収納窓３５の壁部に当接している。
【００６９】
　ここで、第１コイルスプリング４１の一端部４１ａは、第１回転方向Ｒ１における下流
側の端部である。第１コイルスプリング４１の他端部４１ｂは、第１回転方向Ｒ１におけ
る上流側の端部である。また、第２コイルスプリング５１の一端部５１ａは、第２回転方
向Ｒ２における下流側の端部である。第２コイルスプリング５１の他端部５１ｂは、第２
回転方向Ｒ２における上流側の端部である。さらに、第１から第６収納窓１３，１４，２
３，２４，３４，３５における壁部は、周方向において互いに対向する１対の壁部のいず
れか一方である。
【００７０】
　より具体的には、ダイナミックダンパ装置１を軸方向に見た場合（図２及び図３に示す
軸方向視において）、第１コイルスプリング４１の一端部４１ａは、第５収納窓３４の内
部に位置する、第１収納窓１３の壁部及び第３収納窓２３の壁部に、当接する。第１コイ
ルスプリング４１の他端部４１ｂは、第１収納窓１３の内部及び第３収納窓２３の内部に
位置する、第５収納窓３４の壁部に、当接する。
【００７１】
　また、軸方向視において、第２コイルスプリング５１の一端部５１ａは、第６収納窓３
５の内部に位置する、第２収納窓１４の壁部及び第４収納窓２４の壁部に、当接する。第
２コイルスプリング５１の他端部５１ｂは、第２収納窓１４の内部及び第４収納窓２４の
内部に位置する、第６収納窓３５の壁部に、当接する。
【００７２】
　上記ように構成することによって、図４（ｃ）に示す中立状態では、第１コイルスプリ
ング４１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１に当
接した状態で、イナーシャ部３１を第２回転方向Ｒ２に押圧する。第２コイルスプリング
５１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１に当接し
た状態で、イナーシャ部３１を第１回転方向Ｒ１に押圧する。
【００７３】
　このように、第１及び第２コイルスプリング４１，５１が、イナーシャ部３１を回転方
向に保持している。すなわち、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニング
プレート２１は、第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１を用いて、イ
ナーシャ部３１を回転方向に保持する。
【００７４】
　また、図４（ｂ）及び図４（ｄ）に示すように、イナーシャ部３１が、第１リティーニ
ングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１に対して相対的に回転した場合、
第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１は、圧縮状態で作動する。
【００７５】
　例えば、第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１が圧縮された状態に
おいて、第１コイルスプリング４１が、第１リティーニングプレート１１及び第２リティ
ーニングプレート２１と、イナーシャ部３１との間において圧縮される場合（図４（ｂ）
の場合）、第２コイルスプリング５１が伸張する。一方で、第１コイルスプリング４１及
び第２コイルスプリング５１が圧縮された状態において、第２コイルスプリング５１が、
第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１と、イナーシャ部
３１との間において圧縮される場合（図４（ｄ）の場合）、第１コイルスプリング４１が
伸張する。
【００７６】
　このように、第１コイルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１それぞれは、圧
縮状態で伸び縮みする。具体的には、複数の第１コイルスプリング４１及び複数の第２コ
イルスプリング５１における変形量の合計が、実質的にゼロ（０）になるように、第１コ
イルスプリング４１及び第２コイルスプリング５１それぞれは、圧縮状態で伸び縮みする
。



(10) JP 2017-82981 A5 2018.10.25

【００７７】
　このときには、第１コイルスプリング４１の一端部４１ａが当接する第１収納窓１３の
壁部及び第３収納窓２３の壁部は、第５収納窓３４の内部において、周方向に移動する。
また、第１コイルスプリング４１の他端部４１ｂが当接する第５収納窓３４の壁部は、第
１収納窓１３の内部及び第３収納窓２３の内部において、周方向に移動する。
【００７８】
　また、軸方向視において、第２コイルスプリング５１の一端部５１ａが当接する第２収
納窓１４の壁部及び第４収納窓２４の壁部は、第６収納窓３５の内部において、周方向に
移動する。また、第２コイルスプリング５１の他端部５１ｂが当接する第６収納窓３５の
壁部は、第２収納窓１４の内部及び第４収納窓２４の内部において、周方向に移動する。
【００７９】
　このように、ダイナミックダンパ装置１では、図４（ｂ）、図４（ｃ）、及び図４（ｄ
）に示すように、第１収納窓１３の壁部及び第３収納窓２３の壁部と、第５収納窓３４の
壁部との間の間隔ＳＫが、ゼロ（０）より大きくなるように、構成されている。また、本
ダイナミックダンパ装置１では、第２収納窓１４の壁部及び第４収納窓２４の壁部と、第
６収納窓３５の壁部との間の間隔ＳＫが、ゼロ（０）より大きくなるように、構成されて
いる。
【００８０】
　なお、本実施形態では、第１及び第３収納窓１３，２３の壁部と、第５収納窓３４の壁
部との間の間隔ＳＫと、第２及び第４収納窓１４，２４の壁部と、第６収納窓３５の壁部
との間の間隔ＳＫとが、同じである場合の例を示した。しかし、両者の間隔がゼロ（０）
より大きければ、両者の間隔が異なるようにダイナミックダンパ装置を構成してもよい。
【００８１】
　（ダイナミックダンパ装置１の動作）
　トルク変動が、連結部材１０１を介して、ドライブシャフト１００からダイナミックダ
ンパ装置１に入力されると、ダイナミックダンパ装置１が、作動する。
【００８２】
　具体的には、トルク変動によって、第１リティーニングプレート１１及び第２リティー
ニングプレート２１が、第１回転方向Ｒ１又は第２回転方向Ｒ２に回転する。すると、こ
のトルク変動によって、イナーシャ部３１が、複数のコイルスプリング（複数の第１コイ
ルスプリング４１及び複数の第２コイルスプリング５１）を介して、第１リティーニング
プレート１１及び第２リティーニングプレート２１に対して相対回転する。
【００８３】
　例えば、イナーシャ部３１は、複数のコイルスプリングを介して、第１リティーニング
プレート１１及び第２リティーニングプレート２１の回転方向（第１回転方向Ｒ１又は第
２回転方向Ｒ２）とは反対方向（第２回転方向Ｒ２又は第１回転方向Ｒ１）に、回転する
。このイナーシャ部３１の相対回転によって、トルク変動が減衰される。
【００８４】
　なお、イナーシャ部３１の相対回転角度が所定の角度になった場合、例えばイナーシャ
部３１の相対回転角度が過渡に大きくなった場合には、ストッパ機構（ボス部材１９及び
規制窓３６の壁部）によって、イナーシャ部３１の回転が規制される。
【００８５】
　上記のようにダイナミックダンパ装置１が作動する場合、第１コイルスプリング４１は
、第１及び第３収納窓１３，２３の壁部と、オフセットした第５収納窓３４の壁部との間
で、圧縮状態で伸び縮みする。また、第２コイルスプリング５１は、第２及び第４収納窓
１４，２４の壁部と、オフセットした第６収納窓３５の壁部との間で、圧縮状態で伸び縮
みする。
【００８６】
　この際には、第１及び第２コイルスプリング４１，５１は、中立状態におけるオフセッ
ト量未満の範囲で、圧縮状態で伸び縮みする。また、イナーシャ部３１は、オフセット量
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未満（ＳＫ未満）の範囲内で、第１及び第２リティーニングプレート１１，２１に対して
相対回転する。
【００８７】
　これにより、第１及び第２リティーニングプレート１１，２１が、複数の第１及び第２
コイルスプリング４１，５１を用いて、イナーシャ部３１を回転方向に保持した状態で、
イナーシャ部３１を、第１及び第２リティーニングプレート１１，２１に対して相対回転
させることができる。
【００８８】
　＜まとめ＞
　本ダイナミックダンパ装置１は、トルクの変動を減衰可能である。本ダイナミックダン
パ装置１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１と、
イナーシャ部３１と、複数の第１及び第２コイルスプリング４１，５１とを、備えている
。
【００８９】
　イナーシャ部３１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレー
ト２１に対して相対的に回転可能に構成される。複数の第１及び第２コイルスプリング４
１，５１は、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプレート２１と、
イナーシャ部３１とを、弾性的に連結する。
【００９０】
　このダイナミックダンパ装置１では、第１リティーニングプレート１１及び第２リティ
ーニングプレート２１が、複数の第１及び第２コイルスプリング４１，５１を用いて、イ
ナーシャ部３１を保持した状態で、イナーシャ部３１が、第１リティーニングプレート１
１及び第２リティーニングプレート２１に対して相対的に回転可能である。これにより、
トルクの変動が減衰される。また、回転方向が中立状態を経由して反転したとしても、第
１及び第２コイルスプリング４１，５１を押圧する部分の切り換えが、発生しない。
【００９１】
　このように、本ダイナミックダンパ装置１は、従来のダンパ装置と比較して、スムーズ
に作動することができる。また、本ダイナミックダンパ装置１は、従来のダンパ装置と比
較して、作動音を低減することもできる。
【００９２】
　さらに、本ダイナミックダンパ装置１では、複数の第１及び第２コイルスプリング４１
，５１に作用する繰り返し応力によって、複数の第１及び第２コイルスプリング４１，５
１にはへたり等が生じるおそれがある。すなわち、複数の第１及び第２コイルスプリング
４１，５１それぞれの自由長が変化するおそれがある。これにより、複数の第１及び第２
コイルスプリング４１，５１それぞれの自由長にバラツキが生じたとしても、複数の第１
及び第２コイルスプリング４１，５１を用いて第１リティーニングプレート１１及び第２
リティーニングプレート２１がイナーシャ部３１を保持する構成によって、ダイナミック
ダンパ装置１を安定的に作動させることができる。
【００９３】
　言い換えると、第１及び第２コイルスプリング４１，５１の伸びる力によって、第１及
び第２コイルスプリング４１，５１が常にイナーシャ部３１を挟持しているので、上記の
バラツキが生じても、ダイナミックダンパ装置１を安定的に作動させることができる。す
なわち、本ダイナミックダンパ装置１では、第１及び第２コイルスプリング４１，５１に
作用する繰り返し応力に対するロバスト性を向上することができる。
【００９４】
　＜第２実施形態＞
　第１実施形態では、ダイナミックダンパ装置１を、ダンパ装置の一例として用いること
によって、本発明の説明を行った。本発明は、ダイナミックダンパ装置１だけでなく、ク
ラッチ装置に対しても適用可能である。このため、第２実施形態では、クラッチ装置を用
いて、本発明の説明が行われる。
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【００９５】
　なお、第２実施形態の第３及び第４コイルスプリング９４，９５（後述する）の構成は
、第１実施形態の第１及び第２コイルスプリング４１，５１の構成と、実質的に同じであ
る。また、第２実施形態の第７から第１２収納窓９２ａ，９２ｂ，９３ａ，９３ｂ，８３
ｃ，８３ｄ（後述する）の構成は、第１実施形態の第１から第６収納窓１３，１４，２３
，２４，３４，３５の構成と、実質的に同じである。
【００９６】
　このため、第２実施形態では、第３及び第４コイルスプリング９４，９５の説明と、第
７から第１２収納窓の説明とは、省略される場合がある。ここ説明が省略された部分につ
いては、第１実施形態の説明に準ずる。
【００９７】
　（クラッチ装置の構成）
　本発明の第２実施形態によるクラッチ装置６１は、エンジン（図示しない）とトランス
ミッション（図示しない）との間に配置されている。図５に示すように、Ｏ－Ｏ線が回転
軸線である。図５の左側にエンジンが配置され、図５の右側にトランスミッションが配置
されている。
【００９８】
　クラッチ装置６１は、エンジンからトランスミッションへトルクを伝達及び遮断するた
めのものである。図５及び図６に示すように、クラッチ装置６１は、クラッチカバー組立
体７１と、クラッチディスク組立体８１とを、有している。クラッチディスク組立体８１
は、ダンパ装置の一例である。
【００９９】
　図５示すように、クラッチカバー組立体７１は、クラッチカバー７２と、プレッシャー
プレート７３と、ダイヤフラムスプリング７４とを、有している。
【０１００】
　クラッチカバー７２は、フライホイール９０に固定された環状の部材である。クラッチ
カバー７２の内部には、プレッシャープレート７３と、ダイヤフラムスプリング７４と、
クラッチディスク組立体８１とが、収容されている。
【０１０１】
　プレッシャープレート７３は、クラッチディスク８４をフライホイール９０との間で狭
持する部材である。プレッシャープレート７３は、実質的に環状に形成されている。プレ
ッシャープレート７３は、クラッチカバー７２に対して、回転不能且つ軸方向に移動可能
に、設けられている。
【０１０２】
　ダイヤフラムスプリング７４は、プレッシャープレート７３をフライホイール９０側に
付勢する部材である。ダイヤフラムスプリング７４は、クラッチカバー７２に対して、回
転不能に設けられている。また、ダイヤフラムスプリング７４は、クラッチカバー７２に
対して、軸方向に弾性変形可能に設けられている。例えば、ダイヤフラムスプリング７４
は、レリーズ装置９１によって軸方向に押圧されると、軸方向に弾性変形し、プレッシャ
ープレート７３をフライホイール９０側に付勢する。
【０１０３】
　図５及び図６に示すように、クラッチディスク組立体８１は、トルクの変動を減衰可能
である。クラッチディスク組立体８１は、ダンパ機構８２と、スプラインハブ８３と、ク
ラッチディスク８４とを、有している。スプラインハブ８３は、第１回転体の一例である
。
【０１０４】
　ダンパ機構８２は、クラッチディスク８４とスプラインハブ８３とを弾性的に連結する
。ダンパ機構８２は、クラッチプレート９２と、リティーニングプレート９３と、複数の
第３及び第４コイルスプリング９４，９５とを、有している。
【０１０５】
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　ここで、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３は、第２回転体の一例
である。第３及び第４コイルスプリング９４，９５それぞれは、弾性部材の一例である。
また、第３コイルスプリング９４は第１弾性部材の一例であり、第４コイルスプリング９
５は第２弾性部材の一例である。
【０１０６】
　クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３は、軸方向において、スプライ
ンハブ８３のフランジ部８３ｂ（後述する）の両側に、配置されている。また、クラッチ
プレート９２及びリティーニングプレート９３は、軸方向に互いに対向した状態で、固定
手段例えば複数のリベットにより、連結されている。クラッチプレート９２及びリティー
ニングプレート９３は、実質的に円環状に形成されている。
【０１０７】
　クラッチプレート９２は、複数（例えば２個）の第７収納窓９２ａと、複数（例えば２
個）の第８収納窓９２ｂとを、有している。複数の第７収納窓９２ａ及び複数の第８収納
窓９２ｂは、クラッチプレート９２に形成されている。複数の第７収納窓９２ａ及び複数
の第８収納窓９２ｂは、周方向において並べて配置されている。また、第７収納窓９２ａ
及び第８収納窓９２ｂは、周方向において隣接して配置されている。
【０１０８】
　複数の第７収納窓９２ａ及び複数の第８収納窓９２ｂは、例えば、実質的に矩形状に形
成されている。複数の第７収納窓９２ａそれぞれには、第３コイルスプリング９４が、回
転方向に弾性変形可能に、収納される。複数の第８収納窓９２ｂそれぞれには、第４コイ
ルスプリング９５が、回転方向に弾性変形可能に、収納される。
【０１０９】
　図５に示すように、クラッチプレート９２は、回転軸線Ｏに直交する面に対して、リテ
ィーニングプレート９３と鏡像の関係になるように、配置されている。このため、クラッ
チプレート９２の符号は、図６では括弧内に記している。
【０１１０】
　なお、第７収納窓９２ａは、第１収納部の一例であり、第１実施形態の第１収納窓１３
に対応するものである。第８収納窓９２ｂは、第２収納部の一例であり、第１実施形態の
第２収納窓１４に対応するものである。
【０１１１】
　図５及び図６に示すように、リティーニングプレート９３は、複数（例えば２個）の第
９収納窓９３ａと、複数（例えば２個）の第１０収納窓９３ｂとを、有している。複数の
第９収納窓９３ａ及び複数の第１０収納窓９３ｂは、リティーニングプレート９３に形成
されている。複数の第９収納窓９３ａ及び複数の第１０収納窓９３ｂは、周方向において
並べて配置されている。また、第９収納窓９３ａ及び第１０収納窓９３ｂは、周方向にお
いて隣接して配置されている。
【０１１２】
　第９収納窓９３ａは、軸方向において、第７収納窓９２ａに対向して配置されている。
また、第１０収納窓９３ｂは、軸方向において、第８収納窓９２ｂに対向して配置されて
いる。ここでは、第７収納窓９２ａ及び第９収納窓９３ａが、軸方向において１組の収納
窓となっている。また、第８収納窓９２ｂ及び第１０収納窓９３ｂが、軸方向において１
組の収納窓となっている。
【０１１３】
　複数の第９収納窓９３ａ及び複数の第１０収納窓９３ｂは、例えば、実質的に矩形状に
形成されている。複数の第９収納窓９３ａそれぞれには、第３コイルスプリング９４が、
回転方向に弾性変形可能に、収納される。複数の第１０収納窓９３ｂそれぞれには、第４
コイルスプリング９５が、回転方向に弾性変形可能に、収納される。
【０１１４】
　なお、第９収納窓９３ａは、第１収納部の一例であり、第１実施形態の第３収納窓２３
に対応するものである。第１０収納窓９３ｂは、第２収納部の一例であり、第１実施形態
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の第４収納窓２４に対応するものである。
【０１１５】
　図５に示すように、スプラインハブ８３は、トランスミッションのインプットシャフト
９８の外周側に配置される。スプラインハブ８３は、ハブ８３ａと、フランジ部８３ｂと
、複数（例えば２個）の第１１収納窓８３ｃと、複数（例えば２個）の第１２収納窓８３
ｄとを、有している。
【０１１６】
　ハブ８３ａは、軸方向に延びる筒状の部材である。ハブ８３ａは、インプットシャフト
９８にスプライン係合している。フランジ部８３ｂは、ハブ８３ａの外周部から径方向外
側に延びる部分である。フランジ部８３ｂは、実質的に環状に形成されている。
【０１１７】
　複数の第１１収納窓８３ｃ及び複数の第１２収納窓８３ｄは、フランジ部８３ｂに形成
されている。複数の第１１収納窓８３ｃ及び複数の第１２収納窓８３ｄは、周方向におい
て並べて配置されている。また、複数の第１１収納窓８３ｃ及び複数の第１２収納窓８３
ｄは、周方向において隣接して配置されている。
【０１１８】
　第１１収納窓８３ｃは、軸方向において、第７収納窓９２ａ及び第９収納窓９３ａの間
で、第７収納窓９２ａ及び第９収納窓９３ａに対向して配置される。第１２収納窓８３ｄ
は、軸方向において、第８収納窓９２ｂ及び第１０収納窓９３ｂの間で、第８収納窓９２
ｂ及び第１０収納窓９３ｂに対向して配置される。
【０１１９】
　第１１収納窓８３ｃは、第７収納窓９２ａ及び第９収納窓９３ａに対して、第１回転方
向Ｒ１にオフセットして配置される。第１２収納窓８３ｄは、第８収納窓９２ｂ及び第１
０収納窓９３ｂに対して、第１回転方向Ｒ１とは反対の第２回転方向Ｒ２に、オフセット
して配置される。
【０１２０】
　ここで、第１１収納窓８３ｃは、第３収納部の一例であり、第１実施形態の第５収納窓
３４に対応するものである。第１２収納窓８３ｄは、第４収納部の一例であり、第１実施
形態の第６収納窓３５に対応するものである。
【０１２１】
　このため、上記のオフセットに関して、第１１収納窓８３ｃと、第７及び第９収納窓９
２ａ，９３ａとの関係は、第１実施形態の第５収納窓３４と、第１実施形態の第１及び第
３収納窓１３，２３との関係と、実質的に同じである。また、上記のオフセットに関して
、第１２収納窓８３ｄと、第８及び第１０収納窓９２ｂ，９３ｂとの関係は、第１実施形
態の第６収納窓３５と、第１実施形態の第２及び第４収納窓１４，２４との関係と、実質
的に同じである。このことから、ここでは、オフセットに関する説明は、第１実施形態の
説明に準ずるものとし省略する。
【０１２２】
　複数の第１１収納窓８３ｃ及び複数の第１２収納窓８３ｄは、例えば、実質的に矩形状
に形成されている。複数の第１１収納窓８３ｃそれぞれには、第３コイルスプリング９４
が収納される。複数の第１２収納窓８３ｄそれぞれには、第４コイルスプリング９５が収
納される。
【０１２３】
　複数（例えば２個）の第３コイルスプリング９４と、複数（例えば２個）の第４コイル
スプリング９５とは、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３と、スプラ
インハブ８３とを、回転方向に連結する。
【０１２４】
　第３コイルスプリング９４及び第４コイルスプリング９５は、１組のコイルスプリング
群として作動する。ここでは、２組のコイルスプリング群（２組の第３コイルスプリング
９４及び第４コイルスプリング９５）が、用いられている。これら２組のコイルスプリン
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グ群によって、スプラインハブ８３（フランジ部８３ｂ）は、クラッチプレート９２及び
リティーニングプレート９３を、回転方向に保持している。
【０１２５】
　ここで、第３コイルスプリング９４及び第４コイルスプリング９５それぞれの剛性は、
同じである。また、第３コイルスプリング９４及び第４コイルスプリング９５それぞれの
自然長は、同じである。
【０１２６】
　第３コイルスプリング９４は、圧縮状態（自然長未満の状態）で、第７収納窓９２ａ及
び第９収納窓９３ａと、オフセットした第１１収納窓８３ｃとに、配置されている。第４
コイルスプリング９５は、圧縮状態（自然長未満の状態）で、第８収納窓９２ｂ及び第１
０収納窓９３ｂと、オフセットした第１２収納窓８３ｄとに、配置されている。
【０１２７】
　ここで、第３コイルスプリング９４は、第１実施形態の第１コイルスプリング４１に対
応するものである。第４コイルスプリング９５は、第１実施形態の第２コイルスプリング
５１に対応するものである。
【０１２８】
　このため、第３及び第４コイルスプリング９４，９５と、第７から第１２収容窓９２ａ
，９２ｂ，９３ａ，９３ｂ，８３ｃ，８３ｄとの関係は、第１実施形態の第１及び第２コ
イルスプリング４１，５１と、第１から第６収納窓１３，１４，２３，２４，３４，３５
との関係と、実質的に同じである。
【０１２９】
　このことから、第１実施形態において図４を用いて説明した内容は、第２実施形態にお
いて成立する。このため、この内容については、説明を省略し、第１実施形態の説明に準
ずるものとする。
【０１３０】
　クラッチディスク８４は、フライホイール９０からクラッチディスク組立体８１へとト
ルクを伝達するためのものである。
【０１３１】
　クラッチディスク８４は、ダンパ機構８２に連結されている。クラッチディスク８４は
、１対の摩擦フェーシング８４ａと、クッショニングプレート８４ｂとを、有している。
【０１３２】
　摩擦フェーシング８４ａは、フライホイール９０及びプレッシャープレート７３によっ
て挟持され、且つフライホイール９０及びプレッシャープレート７３に摩擦係合する部分
である。摩擦フェーシング８４ａは、摩擦材料により形成されている。摩擦フェーシング
８４ａは、軸方向において、クッショニングプレート８４ｂの両側に装着されている。
【０１３３】
　クッショニングプレート８４ｂは、１対の摩擦フェーシング８４ａを軸方向に弾性的に
支持する。クッショニングプレート８４ｂは、ダンパ機構８２に対して回転不能に連結さ
れる。例えば、クッショニングプレート８４ｂは、固定手段例えば複数のリベットにより
、クラッチプレート９２の外周部に、固定されている。
【０１３４】
　（クラッチ装置６１の動作）
　クラッチ連結解除時においては、ダイヤフラムスプリング７４の内周部が、レリーズ装
置９１により、トランスミッション側（図５の右側）に引かれ、ダイヤフラムスプリング
７４が軸方向に弾性変形する。これにより、ダイヤフラムスプリング７４からプレッシャ
ープレート７３への付勢力が、解除される。すると、クラッチディスク組立体８１のクラ
ッチディスク８４が、フライホイール９０とプレッシャープレート７３との間で狭持され
なくなり、クラッチ装置６１の連結状態が解除される。
【０１３５】
　一方で、クラッチ連結時においては、ダイヤフラムスプリング７４の内周部が、レリー
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ズ装置９１により、エンジン側（図５の左側）に戻され、ダイヤフラムスプリング７４の
弾性力により、プレッシャープレート７３がエンジン側へ付勢される。すると、クラッチ
ディスク８４が、フライホイール９０とプレッシャープレート７３との間で狭持され、ク
ラッチ装置６１が連結された状態になる。
【０１３６】
　ここで、クラッチ装置６１が連結された状態では、トルク変動がクラッチディスク組立
体８１に入力される。この場合、クラッチディスク組立体８１では、第３コイルスプリン
グ９４は、第７及び第９収納窓９２ａ，９３ａの壁部と、オフセットした第１１収納窓８
３ｃの壁部との間で、圧縮状態で伸び縮みする。また、第４コイルスプリング９５は、第
８及び第１０収納窓９２ｂ，９３ｂの壁部と、オフセットした第１２収納窓８３ｄの壁部
との間で、圧縮状態で伸び縮みする。
【０１３７】
　この際には、第３及び第４コイルスプリング９４，９５は、中立状態におけるオフセッ
ト量未満（図４のＳＫ未満）の範囲で、圧縮状態で伸び縮みする。また、クラッチプレー
ト９２及びリティーニングプレート９３は、オフセット量未満（図４のＳＫ未満）の範囲
内で、スプラインハブ８３に対して相対回転する。
【０１３８】
　これにより、スプラインハブ８３が、複数の第３及び第４コイルスプリング９４，９５
を用いて、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３を回転方向に保持した
状態で、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３を、スプラインハブ８３
に対して相対回転させることができる。
【０１３９】
　＜まとめ＞
　本クラッチディスク組立体８１は、トルクの変動を減衰可能である。本クラッチディス
ク組立体８１は、スプラインハブ８３と、クラッチプレート９２及びリティーニングプレ
ート９３と、複数の第３及び第４コイルスプリング９４，９５とを、備えている。
【０１４０】
　クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３は、スプラインハブ８３に対し
て相対的に回転可能に構成される。複数の第３及び第４コイルスプリング９４，９５は、
クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３と、スプラインハブ８３とを、弾
性的に連結する。
【０１４１】
　このクラッチディスク組立体８１では、スプラインハブ８３が、複数の第３及び第４コ
イルスプリング９４，９５を用いて、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート
９３を回転方向に保持している。この状態で、クラッチプレート９２及びリティーニング
プレート９３を、スプラインハブ８３は、スプラインハブ８３に対して、相対的に回転す
る。これにより、トルクの変動が減衰される。また、回転方向が中立状態を経由して反転
したとしても、第３及び第４コイルスプリング９４，９５を押圧する部分の切り換えが、
発生しない。
【０１４２】
　このように、本クラッチディスク組立体８１は、従来のダンパ装置と比較して、スムー
ズに作動することができる。また、本クラッチディスク組立体８１は、従来のダンパ装置
と比較して、作動音を低減することもできる。
【０１４３】
　さらに、本クラッチディスク組立体８１では、複数の第３及び第４コイルスプリング９
４，９５に作用する繰り返し応力によって、複数の第３及び第４コイルスプリング９４，
９５にはへたり等が生じるおそれがある。すなわち、複数の第３及び第４コイルスプリン
グ９４，９５それぞれの自由長が変化するおそれがある。これにより、複数の第３及び第
４コイルスプリング９４，９５それぞれの自由長にバラツキが生じたとしても、複数の第
３及び第４コイルスプリング９４，９５を用いてスプラインハブ８３がクラッチプレート
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９２及びリティーニングプレート９３を保持する構成によって、クラッチディスク組立体
８１を安定的に作動させることができる。
【０１４４】
　言い換えると、第３及び第４コイルスプリング９４，９５の伸びる力によって、第３及
び第４コイルスプリング９４，９５が常にクラッチプレート９２及びリティーニングプレ
ート９３を挟持しているので、上記のバラツキが生じても、クラッチディスク組立体８１
を安定的に作動させることができる。すなわち、本クラッチディスク組立体８１では、第
３及び第４コイルスプリング９４，９５に作用する繰り返し応力に対するロバスト性を向
上することができる。
【０１４５】
　＜他の実施形態＞
　本発明は以上のような実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲を逸脱するこ
となく種々の変形又は修正が可能である。
【０１４６】
　（ａ）前記実施形態では、本発明を、ダイナミックダンパ装置１及びクラッチディスク
組立体８１に適用した場合の例を示したが、本発明は、複数の弾性部材が第１回転体及び
第２回転体を弾性的に連結する構造であれば、他のダンパ装置にも適用可能である。
【０１４７】
　（ｂ）前記実施形態では、２組のコイルスプリング群（２組の第１及び第２コイルスプ
リング４１，５１、又は２組の第３及び第４コイルスプリング９４，９５）が用いられる
場合の例を示した。これに代えて、１組のコイルスプリング群、又は３組以上のコイルス
プリング群であっても、本発明は実現可能である。
【０１４８】
　（ｃ）前記実施形態では、第１リティーニングプレート１１及び第２リティーニングプ
レート２１と、スプラインハブ８３とを、第１回転体の一例として、説明が行われた。ま
た、イナーシャ部３１と、クラッチプレート９２及びリティーニングプレート９３とを、
第２回転体の一例として、説明が行われた。これに代えて、第１回転体の一例を第２回転
体の一例と考え、第２回転体の一例を第１回転体の一例と考えたとしても、本発明は実現
可能である。
【０１４９】
　（ｄ）前記実施形態では、１組のコイルスプリング群が、第１及び第２コイルスプリン
グ４１，５１、又は第３及び第４コイルスプリング９４，９５から、構成される場合の例
を示した。これに代えて、１組のコイルスプリング群を、３個以上のコイルスプリングか
ら構成しても、本発明は実現可能である。
【符号の説明】
【０１５０】
１　ダイナミックダンパ装置
１１　第１リティーニングプレート
２１　第２リティーニングプレート
３１　イナーシャ部
４１　第１コイルスプリング
５１　第２コイルスプリング
６１　クラッチ装置
８１　クラッチディスク組立体
８３　スプラインハブ
９２　クラッチプレート
９３　リティーニングプレート
９４　第３コイルスプリング
９５　第４コイルスプリング
【手続補正２】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】
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【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図５】

【手続補正５】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６】
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